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平成24年6月施行の改正水質汚濁防止法では、地下水汚染の未然防止を目的として
①施設の定期点検及び記録の保管と②構造基準を満たした施設であることの2点が
義務化されました。法律施行以前からある既存施設については構造基準への適合が
３年間猶予されてきましたが、本年5月末をもってその期間が終了、違反をすれば罰則
の対象となります。
ミヤマでは工場の施設診断サービスを通じ、「設備の定期点検」、「構造基準適合可否
の診断」、「基準を満たした設備への改修工事」等をご提案しています。詳しくは最寄り
の営業所あるいは環境保全事業部までお問い合わせください。

構造基準及び定期点検の適用範囲は4箇所

有害物質使用特定施設及び有害物質貯蔵
指定施設の設置者は、次の4か所について
地下水汚染を防止する為の構造を満たし、
定期点検を行う必要があります。

施設本体（反応槽や貯蔵タンク
等）を指し、それらに付帯する配
管や排水溝等は含まない。なお、
構造等に関する基準は地下貯
蔵施設にのみ設定され、その他
施設については点検義務のみ
が適用される。

施設の下部に加え、当該
施設の稼働及び関連する
作業によって有害物質が
飛散や漏えいした際に、地
上部に影響が及ぶことが
想定される範囲。施設の
周囲に防液堤等の流出防
止の措置が取られている
場合には、その範囲までが
対象。

配管本体、継手類、フランジ類、バルブ
類、ポンプ設備等をいい、有害物質を
含む水が流れる部分が対象。地上配
管と地下配管では異なる基準が設定
される。

排水溝、排水枡及び排水ポン
プ等の排水系統の設備を指す。
有害物質を含む水が流れる部
分が対象となり、有害物質を含
む水の処理を目的とした排水
処理施設に流入する排水溝も
適用対象。

施設本体1

床面及び周囲2

施設本体に付帯する配管等3

施設本体に付帯する
排水溝等

4

5月末で猶予期限終了
既存施設も水濁法に基づく規制の対象となります

フィルタープレス等の脱水機から排出される汚泥を、蒸気過熱したコイル・パドルで破砕しながら
過熱。表面積を広げることで、効率的な汚泥の乾燥、減容化を実現します。
適用範囲が広く、対象汚泥は有機、無機を問いません。また、連続式やバッチ式、連続2段式など
豊富なバリエーションで、対象物の条件に応じた最適な処理が可能です。

脱水汚泥重量を50%削減
乾燥装置ロータリーコイルドライヤー

対象外

配管や地下槽など目視困難な箇所も特殊機器で点検（上）、
点検後は詳細な報告書を提出（下）。 
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信
州
の
人
々
が
親
し
み
と
敬
意
を
込
め
て

「
善
光
寺
さ
ん
」と
呼
ぶ
名
刹・
善
光
寺
。数
々

の
記
録
か
ら
７
世
紀
に
は
広
く
全
国
に
知
ら

れ
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

本
堂
を
は
じ
め
と
す
る
現
在
の
諸
堂
は
18
世

紀
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。御
本
尊
は
、こ
れ
ま

で
誰
も
姿
を
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
絶
対
秘

仏
で
す
。
聖
徳
太
子
と
書
簡
を
交
わ
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
な
ど
霊
仏
と
し
て
尊
ば
れ
、
戦

国
時
代
に
は
武
田
信
玄
、上
杉
謙
信
、織
田
信

長
、豊
臣
秀
吉
、徳
川
家
康
と
い
っ
た
武
将
達

が
奪
い
合
っ
た
末
、信
州
善
光
寺
に
戻
る
と
い

う
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
。今
年
は
、

そ
の
秘
仏
に
代
わ
り
同
じ
姿
の「
前
立
本
尊
」

を
公
開
す
る
、数
え
年
で
７
年
１
度
の「
善
光

寺
御
開
帳
」の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
秘
仏
の
来
歴
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
善
光

寺
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
言
い
伝
え
に
は
謎
や

不
思
議
が
多
く
、
今
な
お
新
た
な
発
見
に
胸

と
き
め
か
せ
て
参
拝
に
訪
れ
る
人
も
多
い
の

で
す
。そ
の
一
人
が
、長
野
市
伝
統
環
境
保
存

審
議
委
員
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
相
原
文

哉
さ
ん
で
す
。

　
工
業
高
校
の
建
築
教
諭
だ
っ
た
相
原
さ
ん

は
、
信
州
各
地
の
歴
史
あ
る
社
寺
を
訪
ね
歩

き
、
そ
の
建
築
に
秘
め
ら
れ
た
謎
や
不
思
議

を
読
み
解
く
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て

き
ま
し
た
。

　
善
光
寺
で
相
原
さ
ん
を
ハ
ッ
と
さ
せ
た
の

は
、
二
度
の
消
失
を
経
て
大
正
時
代
に
再
建

さ
れ
た
仁
王
門
の
仁
王
像「
阿
形
」と「
吽
形
」

の
配
置
が
一
般
的
な
仁
王
門
と
逆
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
左
に
阿
形
、
右
に
吽
形
が
あ

る
仁
王
門
は
、
相
原
さ
ん
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、

全
国
で
も
わ
ず
か
４
件
。
善
光
寺
の
仁
王
像

は
高
村
光
雲
と
、
そ
の
弟
子
の
米
原
雲
海
の

合
作
で
す
。
仏
像
彫
刻
で
既
に
名
を
は
せ
て

い
た
両
名
が
単
純
な
間
違
い
を
す
る
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
顔
の
向
き
や
姿
勢
を
見
て

も
、
最
初
か
ら
こ
の
配
置
が
想
定
さ
れ
て
い

た
の
は
明
ら
か
で
す
。「
何
か
意
図
が
あ
っ
た

に
違
い
な
い
」と
、相
原
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。

　
通
路
側
を
板
壁
で
覆
っ
て
い
な
い
門
の
構
造

や
像
の
向
き
、地
形
、周
囲
の
環
境
な
ど
か
ら
、

棟
梁
や
仏
師
の
意
図
を
探
り
続
け
、
相
原
さ

ん
が
打
ち
立
て
た
の
は
、「
１
年
に
１
日
だ
け
、

冬
至
の
日
の
出
の
日
射
が
阿
形
像
の
顔
を
照

ら
し
、
日
没
直
前
の
夕
日
は
吽
形
像
の
顔
に

当
た
る
」
と
い
う
驚
く
べ
き
仮
説
で
し
た
。

　「
冬
至
は
農
耕
に
と
っ
て
新
年
の
始
ま
り
の

日
と
も
い
う
べ
き
非
常
に
大
切
な
節
目
で
す
。

こ
の
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
朝
日
が
、密

教
の
思
想
で
物
事
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
阿

形
の
顔
に
当
た
る
こ
と
は
大
変
意
味
深
い
こ

と
」と
、相
原
さ
ん
。
仁
王
像
の
配
置
が
天
文

学（
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）の
知
識
を
も
と
に
な

さ
れ
た
と
い
う
仮
説
は
１
９
９
９
年
の
冬
至

に
、ロ
ー
カ
ル
新
聞
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た

人
々
が
見
守
る
中
、確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
冬
至
は
雲
に
阻
ま
れ
、
神
秘
の
一

瞬
を
と
ら
え
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、こ
の
日
は
新
月
と
冬
至
が
重
な

る
19
年
に
１
度
の「
朔
旦
冬
至
」。
御
開
帳
の

年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
日
と
な
り
ま

し
た
。
善
光
寺
参
拝
の
折
、
こ
れ
ま
で
と
は

少
し
違
っ
た
視
点
で
境
内
や
門
前
を
見
渡
せ

ば
、ま
だ
誰
も
気
が
つ
い
て
い
な
い
、先
人
が

ひ
そ
か
に
残
し
た
技
や
英
知
の
痕
跡
に
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

神秘の名刹　信州信濃の善光寺

　
善
光
寺
御
開
帳
は
、
絶
対
秘
仏
の
御
本
尊
に
代
わ
り
、
同
じ
姿
の

「
前
立
本
尊
」を
本
堂
に
遷
し
て
供
養
す
る
特
別
行
事
。
数
え
年
で
７

年
１
度
の
盛
儀
で
、今
年
４
月
５
日（
日
）か
ら
５
月
31
日（
日
）の
約
２

ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
本
堂
内
の
前
立
本
尊
の

手
と「
善
の
綱
」で
結
ば
れ
た「
回
向
柱
」

が
本
堂
前
に
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
柱

に
触
れ
、本
堂
で
前
立
本
尊
を
仰
ぎ
、御

本
尊
と
同
じ
素
材（
閻
浮
壇
金
）で
で
き

て
い
る
と
さ
れ
る「
御
印
文
」を
額
に
押

し
て
い
た
だ
き（
通
常
は
１
月
７
日
か
ら

15
日
の
み
の
行
事
）、
そ
し
て
本
堂
床
下

の
回
廊
を
め
ぐ
っ
て「
極
楽
の
錠
前
」に

触
れ
て
御
利
益
を
願
う
の
が
常
道
。
御

開
帳
期
間
中
だ
け
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
す
。

７年１度の盛儀 善光寺御開帳が行われます。

ミヤマから「信州のキラメキ」をお届けします　ピジョンポスト＃25

仲見世通りに、かつて善光寺本堂があった場所を示す
「如来堂旧地」の碑と延命地蔵尊があります（松屋旅館
前）。相原さんがこの数年、気になっているのが、その正
面に位置する特別な地点の謎。如来堂旧地と釈迦涅槃
像のある世尊院を結ぶ線上にあり、善光寺を守護する7
つの神社のうちの数社をはじめ、長野市内の歴史ある神
社を結ぶ何本もの線がこの地点で交わることを発見しま
した。公表が待たれる新説です。

取材協力／善光寺事務局

善光寺へのアクセス
■JR・新幹線長野駅から
●善光寺口バスロータリー1番乗り場から「びんずる号」または
　善光寺方面行きバス約15分（善光寺大門下車）＋本堂まで約5分
●徒歩約20分
■長野市郊外の臨時駐車場からシャトルバス運行。
　詳細はインターネット「善光寺御開帳ホームページ」交通情報を参照

あ
ぎ
ょ
う ま

え
だ
ち
ほ
ん
ぞ
ん

う
ん
ぎ
ょ
う

ひ
な

さ
く
た
ん
と
う
じ

謎
・
不
思
議
か
ら
探
る

い
に
し
え
人
の
技
と
英
知

　
善
光
寺
の
名
は
、信
濃
の
人「
本
田
善
光
」

が
、難
波
の
堀
江（
関
西
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
）に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
阿
弥
陀
如
来
像

に
名
を
呼
ば
れ
、
背
に
負
っ
て
信
濃
へ
戻
っ

て
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
こ

の
仏
が
善
光
寺
仏
で
、
自
ら
の
託
宣
に
よ
っ

て「
絶
対
秘
仏
」と
な
り
ま
し
た
。古
い
書
物

や
絵
巻
で
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
善
光
寺

の
由
緒
は
、
創
建
か
ら
謎
に
満
ち
て
い
ま
す
。

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
信
州
信
濃
と
い
う
鄙
の

地
に
あ
り
な
が
ら
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
時

代
を
越
え
て
善
光
寺
が
全
国
的
な
信
仰
を
集

め
て
き
た
の
は
、
そ
の
神
秘
の
中
に
人
知
の

お
よ
ば
ぬ
救
い
の
力
を
求
め
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

善
光
寺
の
謎
と
神
秘

Ⓒ善光寺Ⓒ善光寺 Ⓒ善光寺

信州善光寺と同時期に御開帳を行う善光寺
は元善光寺（長野県飯田市）、甲斐善光寺（山
梨県甲府市）、善光寺東海別院（愛知県稲沢
市）、関善光寺（岐阜県関市）、岐阜善光寺（岐
阜県岐阜市）。御利益の旅を計画してみるの
も一興ですね。

全国各地でも善光寺御開帳

延命地蔵尊前のパワースポット?

善光寺境内入口から山門下の約400ｍに敷かれている石
畳は江戸の豪商・大竹屋平兵衛が寄進したもの。我が子を
盗人と誤って殺害してしまったのを悔いて巡礼に出、善光
寺参拝者のために石畳を寄進する善行で息子を供養しまし
た。その数は7,777枚と伝えられます。「7」という数字はい
たるところにみられ、善光寺本堂内陣の「お戒壇」へ向かう
階段は7段、善光寺とゆかりのある7寺院、善光寺を守護す
る7神社、江戸の善光寺みやげ7名物など、さまざまな7が
語り継がれています。善光寺御開帳も7年に1度。

石畳は7,777枚、「7」の神秘?

本堂を支える108本の柱の中に、一対ごとに向きがねじ
れたものが何組か見られます。特に本堂の東に立つ「向
拝柱」が顕著です。この柱は1847年の善光寺地震でね
じれたと長い間考えられてきました。しかし調査の結果、
そうではないことが明らかに。18世紀の建築当時、予定
していた木材を火災で失い、十分に乾燥した材を使えな
かったことから、いずれ発生する木のねじれを予測して施
工したというのが現在の定説。ねじれが生じても上部の
梁などに影響をおよぼさないようにしたのです。300年
以上前の職人たちが今の状態を想定していたのですね。

ねじれた柱のひみつ

甲斐善光寺

善光寺

善光寺東海別院
元善光寺

関善光寺
岐阜善光寺

ご本尊は絶対秘仏
阿弥陀如来を中心に、向かって右に観音菩薩、左に勢至
菩薩の三尊が一つの光背の前に立つ姿の仏像。最も古
く日本に渡来したと伝えられます。この様式の「善光寺
仏」を御本尊とする寺院が全国に点在。「善光寺」と名の
つく寺院も全国に100ヵ寺以上存在しています。

冬至の日の朝日は向かって左側の「阿形」の顔を、夕日は右側の「吽形」の顔を照らし出します。その前後数日も胸、肩のあたりに日が当たる様子が見られます。

冬至の日射と仁王門の謎を語る
相原文哉さん
（2014年12月22日早朝）

中日庭儀大法要回向柱御印文頂戴

延命地蔵尊

善光寺は宗派宗門を問わず、また男女の別や身分も問わず、
あまねく衆生を照らす寺院として信仰を集めています。ご住
職は2人、天台宗大勧進の貫主と浄土宗大本願の上人で、
法要などの仏事は大勧進と25院、大本願と14坊によって
営まれます。御開帳期間中、最も重要な法要である「中日庭
儀大法要」も、4月25日に天台宗、5月9日に浄土宗によって
執り行われます。

ご住職が2人? 大勧進・大本願と院坊

かんす しょうにん

山門の彫刻に不思議の獣？
社寺では麒麟、鳳凰、獅子など、想像上の霊獣をかたどった
さまざまな彫刻を見ることができます。善光寺も例外ではあ
りません。なかでも山門は霊獣の宝庫。阿吽の犀、3本足の
鴉、貘などが配置されています。本堂側の欄間外側に2頭
見えるのが、全国的にも珍しい「角端」。角を持つ獅子の頭
の獣で、炎をまとい、1日に18000里を駆けるといわれます。
相原さんによると「山門の角端は実に珍しい例」。新たな研
究テーマとして注目しているそうです。
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通
り

善光寺
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常燈明

瑠璃壇
本尊如来

守屋柱

開山三卿像

前立本尊
御三卿の間

お戒壇巡り

ねじれ柱

東
向
拝

西
向
拝

弥勒菩薩 地蔵菩薩

来迎二十五菩薩
（内陣欄間）

びんずる尊者

親鸞聖人お花松

正面向拝

御印文頂戴

　
信
州
の
人
々
が
親
し
み
と
敬
意
を
込
め
て

「
善
光
寺
さ
ん
」と
呼
ぶ
名
刹・
善
光
寺
。数
々

の
記
録
か
ら
７
世
紀
に
は
広
く
全
国
に
知
ら

れ
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

本
堂
を
は
じ
め
と
す
る
現
在
の
諸
堂
は
18
世

紀
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。御
本
尊
は
、こ
れ
ま

で
誰
も
姿
を
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
絶
対
秘

仏
で
す
。
聖
徳
太
子
と
書
簡
を
交
わ
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
な
ど
霊
仏
と
し
て
尊
ば
れ
、
戦

国
時
代
に
は
武
田
信
玄
、上
杉
謙
信
、織
田
信

長
、豊
臣
秀
吉
、徳
川
家
康
と
い
っ
た
武
将
達

が
奪
い
合
っ
た
末
、信
州
善
光
寺
に
戻
る
と
い

う
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
。今
年
は
、

そ
の
秘
仏
に
代
わ
り
同
じ
姿
の「
前
立
本
尊
」

を
公
開
す
る
、数
え
年
で
７
年
１
度
の「
善
光

寺
御
開
帳
」の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
秘
仏
の
来
歴
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
善
光

寺
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
言
い
伝
え
に
は
謎
や

不
思
議
が
多
く
、
今
な
お
新
た
な
発
見
に
胸

と
き
め
か
せ
て
参
拝
に
訪
れ
る
人
も
多
い
の

で
す
。そ
の
一
人
が
、長
野
市
伝
統
環
境
保
存

審
議
委
員
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
相
原
文

哉
さ
ん
で
す
。

　
工
業
高
校
の
建
築
教
諭
だ
っ
た
相
原
さ
ん

は
、
信
州
各
地
の
歴
史
あ
る
社
寺
を
訪
ね
歩

き
、
そ
の
建
築
に
秘
め
ら
れ
た
謎
や
不
思
議

を
読
み
解
く
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て

き
ま
し
た
。

　
善
光
寺
で
相
原
さ
ん
を
ハ
ッ
と
さ
せ
た
の

は
、
二
度
の
消
失
を
経
て
大
正
時
代
に
再
建

さ
れ
た
仁
王
門
の
仁
王
像「
阿
形
」と「
吽
形
」

の
配
置
が
一
般
的
な
仁
王
門
と
逆
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
左
に
阿
形
、
右
に
吽
形
が
あ

る
仁
王
門
は
、
相
原
さ
ん
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、

全
国
で
も
わ
ず
か
４
件
。
善
光
寺
の
仁
王
像

は
高
村
光
雲
と
、
そ
の
弟
子
の
米
原
雲
海
の

合
作
で
す
。
仏
像
彫
刻
で
既
に
名
を
は
せ
て

い
た
両
名
が
単
純
な
間
違
い
を
す
る
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
顔
の
向
き
や
姿
勢
を
見
て

も
、
最
初
か
ら
こ
の
配
置
が
想
定
さ
れ
て
い

た
の
は
明
ら
か
で
す
。「
何
か
意
図
が
あ
っ
た

に
違
い
な
い
」と
、相
原
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。

　
通
路
側
を
板
壁
で
覆
っ
て
い
な
い
門
の
構
造

や
像
の
向
き
、地
形
、周
囲
の
環
境
な
ど
か
ら
、

棟
梁
や
仏
師
の
意
図
を
探
り
続
け
、
相
原
さ

ん
が
打
ち
立
て
た
の
は
、「
１
年
に
１
日
だ
け
、

冬
至
の
日
の
出
の
日
射
が
阿
形
像
の
顔
を
照

ら
し
、
日
没
直
前
の
夕
日
は
吽
形
像
の
顔
に

当
た
る
」
と
い
う
驚
く
べ
き
仮
説
で
し
た
。

　「
冬
至
は
農
耕
に
と
っ
て
新
年
の
始
ま
り
の

日
と
も
い
う
べ
き
非
常
に
大
切
な
節
目
で
す
。

こ
の
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
朝
日
が
、密

教
の
思
想
で
物
事
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
阿

形
の
顔
に
当
た
る
こ
と
は
大
変
意
味
深
い
こ

と
」と
、相
原
さ
ん
。
仁
王
像
の
配
置
が
天
文

学（
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）の
知
識
を
も
と
に
な

さ
れ
た
と
い
う
仮
説
は
１
９
９
９
年
の
冬
至

に
、ロ
ー
カ
ル
新
聞
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た

人
々
が
見
守
る
中
、確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
冬
至
は
雲
に
阻
ま
れ
、
神
秘
の
一

瞬
を
と
ら
え
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、こ
の
日
は
新
月
と
冬
至
が
重
な

る
19
年
に
１
度
の「
朔
旦
冬
至
」。
御
開
帳
の

年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
日
と
な
り
ま

し
た
。
善
光
寺
参
拝
の
折
、
こ
れ
ま
で
と
は

少
し
違
っ
た
視
点
で
境
内
や
門
前
を
見
渡
せ

ば
、ま
だ
誰
も
気
が
つ
い
て
い
な
い
、先
人
が

ひ
そ
か
に
残
し
た
技
や
英
知
の
痕
跡
に
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

神秘の名刹　信州信濃の善光寺

　
善
光
寺
御
開
帳
は
、
絶
対
秘
仏
の
御
本
尊
に
代
わ
り
、
同
じ
姿
の

「
前
立
本
尊
」を
本
堂
に
遷
し
て
供
養
す
る
特
別
行
事
。
数
え
年
で
７

年
１
度
の
盛
儀
で
、今
年
４
月
５
日（
日
）か
ら
５
月
31
日（
日
）の
約
２

ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
本
堂
内
の
前
立
本
尊
の

手
と「
善
の
綱
」で
結
ば
れ
た「
回
向
柱
」

が
本
堂
前
に
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
柱

に
触
れ
、本
堂
で
前
立
本
尊
を
仰
ぎ
、御

本
尊
と
同
じ
素
材（
閻
浮
壇
金
）で
で
き

て
い
る
と
さ
れ
る「
御
印
文
」を
額
に
押

し
て
い
た
だ
き（
通
常
は
１
月
７
日
か
ら

15
日
の
み
の
行
事
）、
そ
し
て
本
堂
床
下

の
回
廊
を
め
ぐ
っ
て「
極
楽
の
錠
前
」に

触
れ
て
御
利
益
を
願
う
の
が
常
道
。
御

開
帳
期
間
中
だ
け
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
す
。

７年１度の盛儀 善光寺御開帳が行われます。

ミヤマから「信州のキラメキ」をお届けします　ピジョンポスト＃25

仲見世通りに、かつて善光寺本堂があった場所を示す
「如来堂旧地」の碑と延命地蔵尊があります（松屋旅館
前）。相原さんがこの数年、気になっているのが、その正
面に位置する特別な地点の謎。如来堂旧地と釈迦涅槃
像のある世尊院を結ぶ線上にあり、善光寺を守護する7
つの神社のうちの数社をはじめ、長野市内の歴史ある神
社を結ぶ何本もの線がこの地点で交わることを発見しま
した。公表が待たれる新説です。

取材協力／善光寺事務局

善光寺へのアクセス
■JR・新幹線長野駅から
●善光寺口バスロータリー1番乗り場から「びんずる号」または
　善光寺方面行きバス約15分（善光寺大門下車）＋本堂まで約5分
●徒歩約20分
■長野市郊外の臨時駐車場からシャトルバス運行。
　詳細はインターネット「善光寺御開帳ホームページ」交通情報を参照

あ
ぎ
ょ
う ま

え
だ
ち
ほ
ん
ぞ
ん

う
ん
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ょ
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ひ
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さ
く
た
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う
じ

謎
・
不
思
議
か
ら
探
る

い
に
し
え
人
の
技
と
英
知

　
善
光
寺
の
名
は
、信
濃
の
人「
本
田
善
光
」

が
、難
波
の
堀
江（
関
西
に
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
）に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
阿
弥
陀
如
来
像

に
名
を
呼
ば
れ
、
背
に
負
っ
て
信
濃
へ
戻
っ

て
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
こ

の
仏
が
善
光
寺
仏
で
、
自
ら
の
託
宣
に
よ
っ

て「
絶
対
秘
仏
」と
な
り
ま
し
た
。古
い
書
物

や
絵
巻
で
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
善
光
寺

の
由
緒
は
、
創
建
か
ら
謎
に
満
ち
て
い
ま
す
。

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
信
州
信
濃
と
い
う
鄙
の

地
に
あ
り
な
が
ら
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
時

代
を
越
え
て
善
光
寺
が
全
国
的
な
信
仰
を
集

め
て
き
た
の
は
、
そ
の
神
秘
の
中
に
人
知
の

お
よ
ば
ぬ
救
い
の
力
を
求
め
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

善
光
寺
の
謎
と
神
秘

Ⓒ善光寺Ⓒ善光寺 Ⓒ善光寺

信州善光寺と同時期に御開帳を行う善光寺
は元善光寺（長野県飯田市）、甲斐善光寺（山
梨県甲府市）、善光寺東海別院（愛知県稲沢
市）、関善光寺（岐阜県関市）、岐阜善光寺（岐
阜県岐阜市）。御利益の旅を計画してみるの
も一興ですね。

全国各地でも善光寺御開帳

延命地蔵尊前のパワースポット?

善光寺境内入口から山門下の約400ｍに敷かれている石
畳は江戸の豪商・大竹屋平兵衛が寄進したもの。我が子を
盗人と誤って殺害してしまったのを悔いて巡礼に出、善光
寺参拝者のために石畳を寄進する善行で息子を供養しまし
た。その数は7,777枚と伝えられます。「7」という数字はい
たるところにみられ、善光寺本堂内陣の「お戒壇」へ向かう
階段は7段、善光寺とゆかりのある7寺院、善光寺を守護す
る7神社、江戸の善光寺みやげ7名物など、さまざまな7が
語り継がれています。善光寺御開帳も7年に1度。

石畳は7,777枚、「7」の神秘?

本堂を支える108本の柱の中に、一対ごとに向きがねじ
れたものが何組か見られます。特に本堂の東に立つ「向
拝柱」が顕著です。この柱は1847年の善光寺地震でね
じれたと長い間考えられてきました。しかし調査の結果、
そうではないことが明らかに。18世紀の建築当時、予定
していた木材を火災で失い、十分に乾燥した材を使えな
かったことから、いずれ発生する木のねじれを予測して施
工したというのが現在の定説。ねじれが生じても上部の
梁などに影響をおよぼさないようにしたのです。300年
以上前の職人たちが今の状態を想定していたのですね。

ねじれた柱のひみつ

甲斐善光寺

善光寺

善光寺東海別院
元善光寺

関善光寺
岐阜善光寺

ご本尊は絶対秘仏
阿弥陀如来を中心に、向かって右に観音菩薩、左に勢至
菩薩の三尊が一つの光背の前に立つ姿の仏像。最も古
く日本に渡来したと伝えられます。この様式の「善光寺
仏」を御本尊とする寺院が全国に点在。「善光寺」と名の
つく寺院も全国に100ヵ寺以上存在しています。

冬至の日の朝日は向かって左側の「阿形」の顔を、夕日は右側の「吽形」の顔を照らし出します。その前後数日も胸、肩のあたりに日が当たる様子が見られます。

冬至の日射と仁王門の謎を語る
相原文哉さん
（2014年12月22日早朝）

中日庭儀大法要回向柱御印文頂戴

延命地蔵尊

善光寺は宗派宗門を問わず、また男女の別や身分も問わず、
あまねく衆生を照らす寺院として信仰を集めています。ご住
職は2人、天台宗大勧進の貫主と浄土宗大本願の上人で、
法要などの仏事は大勧進と25院、大本願と14坊によって
営まれます。御開帳期間中、最も重要な法要である「中日庭
儀大法要」も、4月25日に天台宗、5月9日に浄土宗によって
執り行われます。

ご住職が2人? 大勧進・大本願と院坊

かんす しょうにん

山門の彫刻に不思議の獣？
社寺では麒麟、鳳凰、獅子など、想像上の霊獣をかたどった
さまざまな彫刻を見ることができます。善光寺も例外ではあ
りません。なかでも山門は霊獣の宝庫。阿吽の犀、3本足の
鴉、貘などが配置されています。本堂側の欄間外側に2頭
見えるのが、全国的にも珍しい「角端」。角を持つ獅子の頭
の獣で、炎をまとい、1日に18000里を駆けるといわれます。
相原さんによると「山門の角端は実に珍しい例」。新たな研
究テーマとして注目しているそうです。
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平成24年6月施行の改正水質汚濁防止法では、地下水汚染の未然防止を目的として
①施設の定期点検及び記録の保管と②構造基準を満たした施設であることの2点が
義務化されました。法律施行以前からある既存施設については構造基準への適合が
３年間猶予されてきましたが、本年5月末をもってその期間が終了、違反をすれば罰則
の対象となります。
ミヤマでは工場の施設診断サービスを通じ、「設備の定期点検」、「構造基準適合可否
の診断」、「基準を満たした設備への改修工事」等をご提案しています。詳しくは最寄り
の営業所あるいは環境保全事業部までお問い合わせください。

構造基準及び定期点検の適用範囲は4箇所

有害物質使用特定施設及び有害物質貯蔵
指定施設の設置者は、次の4か所について
地下水汚染を防止する為の構造を満たし、
定期点検を行う必要があります。

施設本体（反応槽や貯蔵タンク
等）を指し、それらに付帯する配
管や排水溝等は含まない。なお、
構造等に関する基準は地下貯
蔵施設にのみ設定され、その他
施設については点検義務のみ
が適用される。

施設の下部に加え、当該
施設の稼働及び関連する
作業によって有害物質が
飛散や漏えいした際に、地
上部に影響が及ぶことが
想定される範囲。施設の
周囲に防液堤等の流出防
止の措置が取られている
場合には、その範囲までが
対象。

配管本体、継手類、フランジ類、バルブ
類、ポンプ設備等をいい、有害物質を
含む水が流れる部分が対象。地上配
管と地下配管では異なる基準が設定
される。

排水溝、排水枡及び排水ポン
プ等の排水系統の設備を指す。
有害物質を含む水が流れる部
分が対象となり、有害物質を含
む水の処理を目的とした排水
処理施設に流入する排水溝も
適用対象。

施設本体1

床面及び周囲2

施設本体に付帯する配管等3

施設本体に付帯する
排水溝等

4

5月末で猶予期限終了
既存施設も水濁法に基づく規制の対象となります

フィルタープレス等の脱水機から排出される汚泥を、蒸気過熱したコイル・パドルで破砕しながら
過熱。表面積を広げることで、効率的な汚泥の乾燥、減容化を実現します。
適用範囲が広く、対象汚泥は有機、無機を問いません。また、連続式やバッチ式、連続2段式など
豊富なバリエーションで、対象物の条件に応じた最適な処理が可能です。

脱水汚泥重量を50%削減
乾燥装置ロータリーコイルドライヤー

対象外

配管や地下槽など目視困難な箇所も特殊機器で点検（上）、
点検後は詳細な報告書を提出（下）。 
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